
平成 2 8年第 3回南島原市教育委員会定例会

日時 平成 2 8年 3月 2 2 日 (火) 午後 2時
場所 南有馬庁舎 2階会議室

議事日程

第 1 開 会

第2 前回会議録の承認

第3 会議録署名人の指名

第4 教育長報告

第5 議案審議
・議案第 9号 南島原市立慈恩寺小学校、長野小学校、見岳小学校、布津小

学校第一分校及び布津小学校第二分校の教育財産の用途廃止
について

・議案第10号 南島原市文化財の指定について
・議案第11号 南島原市教育委員会事務局職員の辞令発令について
・議案第12号 学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱について
・議案第13号 南島原市文化財保護審議会委員の委嘱について
・議案第14号 南島原市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則に

‘)し、て

・議案第15号 南島原市立小・中学校処務規則の一部を改正する規則につい
て

・議案第16号 南島原市立小・中学校の通学区域に関する規則の一部を改正
する規則について

・議案第17号 南島原市就学指導委員会規則を廃止する規則について
・議案第18号 南島原市社会教育指導員に関する規則を廃止する規則につい

て
・議案第19号 南島原市公民館条例施行規則の一部を改正する規則について
・議案第20号 南島原市図書館条例施行規則の一部を改正する規則について
・議案第21号 南島原市口之津図書館ホール利用条例施行規則の一部を改正

する規則について
・議案第22号 南島原市深江ふるさと伝承館条例施行規則の一部を改正する

規則について
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・議案第23号 南島原市原城オアシスセンター条例施行規則の一部を改正す
る規則について

・議案第24号 南島原市ありえコレジョホール条例施行規則の一部を改正す
る規則について

・議案第25号 南島原市北有馬ピロティー文化センター日野江条例施行規則
の一部を改正する規則について

・議案第26号 南島原市加津佐青年・婦人会館条例施行規則の一部を改正す
る規則について

・議案第27号 南島原市社会体育施設条例施行規則の一部を改正する規則に
七)し、て

・議案第28号 南島原市みそ五郎の森総合公園の管理利用に関する条例施行
規則の一部を改正する規則について

・議案第29号 南島原市立小・中学校体育施設の利用等に関する条例施行規
則の一部を改正する規則について

・議案第30号 南島原市文化財専門委員会設置規則を廃止する規則について
・議案第31号 南島原市奨学資金償還補助金交付要綱の制定について
・議案第32号 南島原市総合型地域スポーツクラブ支援補助金交付要綱の-

部を改正する告示について
・議案第33号 国指定史跡原城跡、日野江城跡及び吉利支丹墓碑保存管理計

画等策定委員会設置要綱を廃止する告示について
・議案第34号 南島原市学校支援共同実施室組織運営規程の一部を改正する

訓令について
・議案第35号 南島原市嘱託職員の設置に関する規則の一部を改正する規則

について
・議案第36号 南島原市教育委員会の事務局に勤務する指導主事の給与等に

関する規則の一部を改正する規則について

第 6 その他
(1)準要保護児童生徒就学援助の申請について
(2)夏季休業中の学校閉庁日の設定について
(3)次回教育委員会定例会の開催について
(4)その他

第 7 閉 会
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南島原市教育委員会定例会教育長報告

○平成 2 8年 2月の諸会議並びに諸行事

24日(水 )14:00定例教育委員会 (南有馬庁舎)

17:00高校未来創造を考える会 (諌早市)

25日(木 )10:00議会一般質問(有家庁舎)

26日(金 )8:30 教育委員会臨時会 (南有馬庁舎)
10:00議会一般質問(有家庁舎)

13:30市教頭研修会 (オアシスセンター)

27 日 (土 )10:oo 第 15 回南島原市セミナリョ現代版画展表彰式 (コレジョホール

13:00自民党県連移動政調会島原半島ブロック(島原市)

28日(日)9:00 第 2 5回原城マラソン大会 (南有馬小学校グラウンド)

29日(月 )10:00議会一般質問(有家庁舎)

19:30平成 2 7年度青年団連絡協議会総会 (カムス)

○平成 2 8年 3月の諸会議並びに諸行事

1 日(火 )10:00県立高校卒業式 (口加高校・湖南高校)

10:00議会議案質疑 (有家庁舎)

3 日(木 )10:00議会予算審査特別委員会(有家庁舎)

4 日(金 )11:00野津先生絵画寄贈受領 (深江町)
14:45第 9回校長研修会、永年勤続表彰 (カムス)

5 日 (土 )10:00 第 18 回有馬ひょうたん展開会式 (北有馬ピロティー)

8 日(火 )10:00議会文教・厚生委員会 (有家庁舎)
15:00北方領土スピーチコンテスト表敬訪問 (西有家庁舎)

10 日 (木 )9:30 学校給食会役員会 (コレジヨホール)

19:00歯科保健推進協議会(有家保健センター)

12日(土 )8:00 第 2 0回少年軟式野球有家大会 (有家総合運動公園)
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12日(土 )9:00 有家小学校校区少年消防クラブ入隊団式 (南島原消防署)

10:00三十五回康平忌 (第三回宮崎康平賞表彰)( 島原市)
10:00長崎県スポーツコミッション設立総会 (長崎市)

13日(日 )9:00 南島原市学校給食会調理員採用試験 (カムス)

15日(火 )9:30 市内中学校卒業式 (各中学校)
10:15ロ之津海上技術学校卒業式 (ロ之津海上技術学校)

15:15南島原市特別支援教育助手面接(南有馬庁舎)

16日(水 )19:30新給食センター建設龍石地区自治会長説明会 (西有家公民館)

17日(木 )9:30 市内各小学校卒業式 (各小学校)
17:00平成遣欧少年使節海外派遣事業壮行会(西有家庁舎)

18日(金 )10:00議会閉会 (有家庁舎)

19日(土 )19:00市制施行 10 周年記念式典歓迎会 (真砂)

20 日 (日 )10:00 市制施行 10周年記念式典 (コレジヨホール)



議案第9号

南島原市立慈恩寺小学校、長野小学校、見岳小学校、布・徽j・学校第一分校及び怖

・徽i・学校第二分校の教育財産の用途廃止について

提案理由
南島原市立慈恩寺・学校、長野小学校、見岳小学校、布、徽」・学校第一分校及び布津列・

学校第二分校の一部を教育財産としての用途を廃止し、市長部局へ普通財産として所管

換えしたいので、教育委員会の意見を求める。

平成 28 年 3月 2 2日提出

南島原市教育委員会
委員長 坂上 三億

1、用途廃止する財産

(1)南島原市立慈恩寺小学校 (南島原市西有家町慈恩寺1373 番地第1)

建物 延べ 1,554 請

土地 4,710 請

(2)南島原市立長野小学校 (南島原市西有家町長野1776 番地)

建物 延べ 1,688 ボ

土地 6,108 ボ

(3)南島原市立見岳小学校 (南島原市西有家町見岳1116 番地)
建物 延べ 1,578 ボ

土地 7,5 51 請

(4)南島原市立布・徽j・学校第一分校 (南島原市布津町甲381 番地)

建物 668 ボ

土地 3,3 5 8ボ

(5)南島原市立布・鞍J・学校第二分校 (南島原市布津町丙825 番地)

建物 378 ボ

土地 3,19 3Id

2、用途廃止する期日

平成 28 年 3月 31 日
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施設の配置図糞 1/… o 諺慈恩寺小学校 鰭 龍 富ま…誓言蝿平成 2 7年度

凡 例

建 物

◎ 未とりこわし

◎ 危険建物

◎ 倍用建物

e ◎ -時使用建物

f昔用 10 311l f
　　　　　　　　
るもの

建物敷地 保有 1111 ゴ

ー

罷飼 三 宅
教育財産用途廃止面積

町道 中 5.om A=4,710m

＼ (校舎等敷地、運動場)
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施設の配置図糞 1/… 0 萎布津鷲築 舘 Fi)富ま -誓言超
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議案第 1 0号

南島原市文化財の指定について

提案理由

南島原市文化財保護条例第 4条第 1項の規定により、南島原市文

化財 として、別紙のとお り指定したいので提案する。

平成 2 8年 3月 2 2 日提出

南島原市教育委員会
委員長 坂上 三徳

00375
四角形



市指定文化財追加 (予定)一覧

整理番号 指定台帳番号 文化財の名称 種別 地区(旧町) 文化財所在地 所有者 備 考
11 殿様道路の石畳 史跡 有 家 有家町石田855地先 市所有

2 13 井出口キリシタン墓碑群 有形文化財 深 江 深江町丁2447 墓地内 市所有
3 15 桜馬場キリシタン墓碑群 有形文化財 有 家 有家町尾上5632 キリシタン公園内 市所有
4 32 今福キリシタン墓碑 有形文化財 北有馬 北有馬町丁564墓地内 市所有
5 lo 流死菩提供養塔 (布津) 有形文化財 布 津 布津町乙 1728‐I 国所有
6 7 高岩神社イヌマキ 天然記念物 西有家 西有家町長野1712高岩神社境内 個人
7 8 龍石海岸露頭 天然記念物 西有家 西有家町龍石6100‐2 琴平神社境内 個人
8 9 眼鏡橋 史跡 布 津 布津町飯野 自治会管理
9 12 流死菩提供養塔 (南有馬) 有形文化財 南有馬 南有馬町丁423 自治会管理
lo 14 山ノ寺宝医印塔 有形文化財 深 江 深江町乙2115 個人
11 16 中山キリシタン墓碑群 有形文化財 有 家 有家町尾上625 墓地内 自治会管理
12 17 久保キリシタン墓碑 有形文化財 有 家 有家町久保 233‐4 個人
13 18 平野キリシタン墓碑 有形文化財 有 家 有家町小川741 個人
14 19 長田キリシタン墓碑 有形文化財 有 家 有家町尾上1983 個人
15 20 陣之内キリシタン墓碑群 有形文化財 有 家 有家町大苑658 個人
16 21 堀之内キリシタン墓碑 有形文化財 有 家 有家町山川962 墓地内 個人
17 22 四面宮石像物群 有形文化財 有 家 有家町山川1277‐1 温泉神社境内 個人
18 23 祥岳禎公禅師板碑 有形文化-財 有 家 有家町山川1281個人宅地 内 個人
19 24 慈恩寺キリシタン墓碑群 有形文化財 西有家 西有家町慈恩寺1392八幡神社境内 個人
20 25 おさんじようキリシタン墓碑群 有形文化財 西有家 西有家町龍石4794 墓地内 個人
21 26 見岳キリシタン墓碑群 有形文化財 西有家 西有家町見岳1032 個人
22 27 上見岳キリシタン墓碑群 有形文化財 西有家 西有家町見岳1930墓地内 個人
23 28 須川キリシタン墓碑群 有形文化財 西有家 西有家町須川240 個人
24 29 下観音寺五輪塔群 有形文化財 西有家 西有家町慈恩寺2155-2番地先 個人
25 30 千代方代の塔 有形文化財 西有家 西有家町長野1795一 個人
26 31 流死菩提供養塔 (西有家) 有形文化財 西有家 西有家町須川 310‐I 個人
27 33 古園宝医印塔群 有形文化財 南有馬 南有馬町己297‐I 個人
28 34 島原の乱供養塔 有形文化財 南有馬 南有馬町乙856‐I 個人
29 35 唐人常夜灯 有形文化財 口之津 口之津町甲15 口之津公園内 個人
30 36 山田右衛門作の供養塔 有形文化財 口之津 口之津町丁2732「 個人
31 37 山口玉泉寺仁王像 (阿形像と畔形像) 有形文化財 加津佐 加津佐町戊295 個人

※指定台帳番号1~6 は、既存の指定台1帳番号になるため欠番
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議案第 11 号

南島原市教育委員会事務局職員の辞令発令について

提案理由

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 18 条第 7項の規定

により、別紙の者に対し辞令を発令したいので、教育委員会の意見

を求める。

平成 2 8年 3月 2 2 日提出

南島原市教育委員会

委員長 坂上 三徳
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南島原市教育委員会事務局職員辞令交付対象者一覧

(平成28年3月 31日付)【退職者】

新 所 属 氏 名 旧 所 属

長崎県南島原市立有家中学校校長 湯治 康信 教育委員会事務局学校教育課長兼指導主事

市長部局(退職) 近藤 剛司 教育委員会事務局生涯学習課参事

(平成28年4月 1日付)【市長部局への出向者】

新 所 属 氏 名 旧 所 属

企画振興部情報統計課長 松藤 邦夫 教育委員会事務局教育総務課施設管理班参事

農業委員会事務局農政班参事 長池 和憲 教育委員会事務局生涯学習課西有家教育振興班参事

総務部口之津支所副参事 陣川 和士 教育委員会事務局生涯学習課副参事

総務部加津佐支所副参事 宮本 和明 教育委員会事務局教育総務課副参事 ,

福祉保健部保護課副参事 金子 俊介 教育委員会事務局学校教育課副参事

総務部総務課主査 松坂 龍 教育委員会事務局スポーツ振興課主査

(平成28年4月1日付)【新規採用】

新 所 属 氏 名 旧 所 属

教育委員会事務局学校教育課主幹兼指導
主事 田中 茂樹 長崎県南島原市立見岳小学校教頭

教育委員会事務局学校教育課主幹兼指導
主事 松島 由幸 長崎県島原市立第一中学校教諭

教育委員会事務局生涯学習課主事補 細波 雄大

【市長部局‐等から教育委員会への転入者】 (平成27年4月 1日付)

新 所 属 氏 名 旧 所 属

教育委員会事務局学校教育課副参事 林田直幸 建設部建設課副参事

教育委員会事務局教育総務課主査 丸山 浩一郎 総務部深江支所主査

教育委員会事務局生涯学習課主査 梅津 恵里 監査委員事務局主査

(平成28年4月1日付)【配置換又は昇格に伴う職員】

新 所 属 氏 名 旧 所 属

教育委員会事務局学校教育課長兼指導主
事 本多 正興 教育委員会事務局学校教育課学校教育班参事監兼指導主事
教育委員会事務局学校教育課学校教育班
参事監兼指導主事 本村 英治 教育委員会事務局学校教育課参事監兼指導主事
教育委員会事務局生涯学習課教育振興班
参事 橋本 美保 教育委員会事務局生涯学習課参事

教育委員会事務局教育総務課総務班参事 荒木 一弘 教育委員会事務局教育総務課総務班副参事
教育委員会事務局教育総務課施設管理班
副参事 吉田 賢広 教育委員会事務局教育総務課副参事

教育委員会事務局生涯学習課副参事 小谷 和也 教育委員会事務局生涯学習課主査

教育委員会事務局教育総務課主事 曽宮静香 教育委員会事務局教育総務課主事補

00375
四角形



【兼任又は併任発令】

新 所 属 氏 名 所 属

南島原市教育委員会事務局職員に任命する
(併任)
深江公民館長に任命する
深江ふるさと伝承館長に任命する

森山 博之 総務部深江支所長

ありえコレジヨホール館長に任命する
堂崎公民館長に任命する
総合学習センター所長に任命する
西有家公民館長に任命する

橋本 美保 教育委員会事務局生涯学習課教育振興班参事

南島原市教育委員会事務局職員に任命する
(併任)
北有馬ピロティー文化センター日野江館長に
任命する
北有馬折木公民館長に任命する

吉田 稔 総務部参事監兼北有馬支所長

南島原市教育委員会事務局職員に任命する
(併任)
ロ之津公民館長に任命する

末績 義則 総務部ロ之津支所長

南島原市教育委員会事務局職員に任命する
(併任)
加津佐公民館長に任命する

福田 武久 総務部参事監兼加津佐支所長

(平成28年4月 1日付)

2
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議案第 1 2号

学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱について

提案の理由

学校保健安全法第 2 3条第 3項の規定により、学校医、学校歯科

医及び学校薬剤師を委嘱したいので提案する。

平成 2 8年 3月 2 2 日提出

南島原市教育委員会

委員長 坂上 三徳

00375
四角形



町名 学校名 学校医 院名 院住所 摘要

深 江 小 学 校 城野　健児 しろの医院 南島原市深江町丙540‐1

小 林 小 学 校 布井　清児 布井内科医院 南島原市深江町丙637

大 野 木 場 小 学 校 泉川　欣一 泉川病院 南島原市深江町丁2405

深 江 中 学 校 泉川　卓也 泉川病院 南島原市深江町丁2405 Ｈ28.4.1より

布 津 小 学 校 池田　博海 池田医院 南島原市布津町甲1

飯 野 小 学 校 明島　淳民 明島整形外科医院 南島原市布津町乙1859‐2

布 津 中 学 校 明島　淳民 明島整形外科医院 南島原市布津町乙1859‐2

有 家 小 学 校 坂上　和平 坂上整形外科医院 南島原市有家町山川378‐1

蒲 河 小 学 校 小嶺　俊 小嶺整形外科クリニック 南島原市有家町山川1204‐1

新 切 小 学 校 小嶺　俊 小嶺整形外科クリニック 南島原市有家町中須川195‐1 　

堂 崎 小 学 校 常岡　伯紹 つねおかクリニック 南島原市有家町久保21‐1

有 家 中 学 校 池田  武士 池田循環器科内科 南島原市有家町山川347‐1 Ｈ28.4.1より

永田　進一 永田内科泌尿器科医院 南島原市西有家町須川61‐2

磯野　　潔 いその産婦人科医院 南島原市西有家町須川1792 Ｈ28.4.1より

伊﨑　祐介 伊﨑医院 南島原市西有家町里坊118

石川　和仁 石川内科医院 南島原市西有家町里坊25-1

伊﨑　祐介 伊﨑医院 南島原市西有家町里坊118

有 馬 小 学 校 佐藤　哲也 北有馬クリニック 南島原市北有馬町己760‐1

北 有 馬 中 学 校 佐藤　克昭 さとう内科医院 南島原市北有馬町丁33‐1

北 有 馬 幼 稚 園 佐藤　克昭 さとう内科医院 南島原市北有馬町丁33‐1

南 有 馬 小 学 校 太田　大作 菜の花クリニック 南島原市南有馬町乙1565‐1 Ｈ28.4.1より

南 有 馬 中 学 校 浦上　裕彦 浦上病院 南島原市南有馬町甲1285‐1

口 之 津 小 学 校 塩田　善之 しおた内科胃腸科医院 南島原市口之津町甲2146‐2

口 之 津 中 学 校 植木　英祐 植木内科医院 南島原市口之津町甲1642

加 津 佐 小 学 校 栗原　公太郎 栗原医院 南島原市加津佐町己3089‐1

野 田 小 学 校 森　　礼史 森医院 南島原市加津佐町己3259‐1

加 津 佐 中 学 校 森　　礼史 森医院 南島原市加津佐町己3259‐1

北 有 馬 町

南 有 馬 町

口 之 津 町

加 津 佐 町

平成２８年度 南島原市小学校・中学校・幼稚園学校医名簿

深 江 町

布 津 町

有 家 町

西 有 家 町

西有家小学校

西 有 家 中 学 校
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町名 学校名 学校歯科医 院名 院住所 摘要

深 江 小 学 校 泉　　卓歩 泉歯科医院 南島原市深江町丙748‐1

小 林 小 学 校 前川　二郎 前川歯科医院 南島原市深江町丙800‐7

大 野 木 場 小 学 校 泉　　　卓歩 泉歯科医院 南島原市深江町丙748‐1

深 江 中 学 校 前川　二郎 前川歯科医院 南島原市深江町丙800‐7

布 津 小 学 校 前川　克也 前川歯科医院 南島原市布津町乙1882‐1

飯 野 小 学 校 前川　克也 前川歯科医院 南島原市布津町乙1882‐1

布 津 中 学 校 前川　克也 前川歯科医院 南島原市布津町乙1882‐1

有 家 小 学 校 松島　俊一郎 まつしま歯科医院 南島原市有家町山川398‐2

蒲 河 小 学 校 小嶺　隆一 小嶺歯科医院 南島原市有家町久保18‐3

新 切 小 学 校 小嶺　隆一 小嶺歯科医院 南島原市有家町久保18‐3

堂 崎 小 学 校 佐藤　晃一 さとう歯科クリニック 南島原市有家町原尾628‐1

有 家 中 学 校 小嶺　陽 あきらデンタルクリニック 南島原市有家町蒲河339‐4

西 有 家 小 学 校 入江　敏章 入江歯科医院 南島原市西有家町須川1197‐19

西 有 家 中 学 校 高橋　昌臣 高橋歯科医院 南島原市西有家町須川1780 Ｈ28.4.1より

有 馬 小 学 校 川島　綱 川島歯科医院 南島原市北有馬町戊2864‐1

北 有 馬 中 学 校 川島　綱 川島歯科医院 南島原市北有馬町戊2864‐1

北 有 馬 幼 稚 園 川島　綱 川島歯科医院 南島原市北有馬町戊2864‐1

南 有 馬 小 学 校 菅　　徳明 菅歯科医院 南島原市南有馬町乙974

南 有 馬 中 学 校 本多　洋哉 本多歯科医院 南島原市南有馬町丁410

口 之 津 小 学 校 中尾　美和 みわ歯科医院 南島原市口之津町甲2710‐1

口 之 津 中 学 校 八木　敬子 八木歯科医院 南島原市口之津町丁5352

加 津 佐 小 学 校 渡邉　尚海 渡邉歯科医院 南島原市加津佐町己3690‐5

野 田 小 学 校 山﨑　柳太郎 山﨑歯科医院 南島原市加津佐町己2232‐1

加 津 佐 中 学 校 立川　安彦 立川歯科医院 南島原市加津佐町己3240‐5

北 有 馬 町

南 有 馬 町

口 之 津 町

加 津 佐 町

平成２８年度 南島原市小学校・中学校・幼稚園学校歯科医名簿

深 江 町

布 津 町

有 家 町

西 有 家 町
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町名 学校名 学校薬剤師 薬局名 薬局住所 摘要

深 江 小 学 校 桧和田　洋一 健康堂薬局 南島原市深江町丁2381-2

小 林 小 学 校 桧和田　洋一 健康堂薬局 南島原市深江町丁2381-2

大野木場小学校 桧和田　洋一 健康堂薬局 南島原市深江町丁2381-2

深 江 中 学 校 桧和田　洋一 健康堂薬局 南島原市深江町丁2381-2

布 津 小 学 校 西岡　雄一　 あんなか薬局 島原市安徳町丁4309

飯 野 小 学 校 西岡　雄一　 あんなか薬局 島原市安徳町丁4309

布 津 中 学 校 西岡　雄一　 あんなか薬局 島原市安徳町丁4309

有 家 小 学 校 吉田　惠美子 島原薬剤師会薬局 島原市下川尻町7932‐8

蒲 河 小 学 校 亀山　貴康 亀山薬局白崎店 南島原市有家町山川351-3

新 切 小 学 校 亀山　敦子 亀山薬局 南島原市有家町久保43

堂 崎 小 学 校 吉田　惠美子 島原薬剤師会薬局 島原市下川尻町７932‐8

有 家 中 学 校 亀山　貴康 亀山薬局 南島原市有家町久保43

西 有 家 小 学 校 山室　昌代 フラワー調剤薬局 島原市中堀町62 Ｈ28.4.1より

西 有 家 中 学 校 山室　昌代 フラワー調剤薬局 島原市中堀町62 Ｈ28.4.1より

有 馬 小 学 校 永野　拓慎 健康堂薬局ありえ店 南島原市有家町蒲河416-2 　

北 有 馬 中 学 校 永野　拓慎 健康堂薬局ありえ店 南島原市有家町蒲河416-2 　

南 有 馬 小 学 校 本村　篤子 本村長盛堂薬局 南島原市南有馬町乙408

南 有 馬 中 学 校 本村　篤子 本村長盛堂薬局 南島原市南有馬町乙408

口 之 津 小 学 校 永野　拓慎 健康堂薬局ありえ店 南島原市有家町蒲河416－2

口 之 津 中 学 校 永野　拓慎 健康堂薬局ありえ店 南島原市有家町蒲河416-2

加 津 佐 小 学 校 元山　久美子 ショッピングセンターもとやま薬品部 南島原市加津佐町己3108

野 田 小 学 校 元山　久美子 ショッピングセンターもとやま薬品部 南島原市加津佐町己3108 　

加 津 佐 中 学 校 元山　久美子 ショッピングセンターもとやま薬品部 南島原市加津佐町己3108

北有馬町

南有馬町

口之津町

加津佐町

平成２８年度 南島原市小学校・中学校学校薬剤師名簿

深 江 町

布 津 町

有 家 町

西有家町
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議案第 13 号

南島原市文化財保護審議会委員の委嘱について

提案理由

南島原市文化財保護条例第 17 条第 1項及び南島原市文化財保護審議会規則

第 3条の規定により提案する。

平成 2 8年 3月 2 2日提出

南島原市教育委員会

委員長 坂上 三徳

00375
四角形



　　南島原市文化財保護審議会委員名簿(案）　任期：平成２８年４月１日～平成３０年３月３１日

氏名 ふりがな 性別 備考

1 飯田　淸親 いいだ　きよちか 男 H28.4.1 H30.3.31 口之津史談会

2 生駒　輝彦 いこま　てるひこ 男 H28.4.1 H30.3.31 有家史談会

3 佐藤　光典 さとう　みつのり 男 H28.4.1 H30.3.31 有馬歴史研究会

4 嶋田　惣二郎 しまだ　そうじろう 男 H28.4.1 H30.3.31 有家史談会

5 山下　貞文 やました　さだふみ 男 H28.4.1 H30.3.31 有家史談会

6 田中　妙 たなか　たえ 女 H28.4.1 H30.3.31 原城跡観光ガイドの会

任期



議案第 14 号

南島原市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則にっ
し、て

提案理由
平成 2 8年度の組織改正等に伴い、所要の改正を行うもの。

平成 2 8年 3月 2 2 日提出

南島原市教育委員会

委員長 坂上 三徳

00375
四角形



南島原市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則

南島原市教育委員会事務局組織規則 (平成18年南島原市教育委員会規則第

4 号 ) の一部を次のように改正する。

第 2条第 2項中「町の区域ごとに」を削る。

別表第 1学校教育課の部学校教育班の項中「就学指導」を「教育支援」に

改める。

附 則
この規則は、平成28年 4月 1 日から施行する。

‐ 1 ‐

00375
四角形



南島原市教育委員会事務局組織規則 (平成 18 年南島原市教育委員会規則第 4号)新旧対照表

・ 新 旧

係断誘

第2条 (田観

2 前項に定めるもののほか、事務局の事務の÷部を処理するため、教育振興班を
置くことができる。ただし、当該教育振興班は、生涯学習課の所管とする。

別表第 1 悌汁3条醍雛系)
課等 班 事務分掌
(略)
学校教育課 学事班 (1) 市立小学校及び中学校の通学区域の設

定、変更及び廃止に関すること。

(2) 児童生徒の就学、転学、退学等に関する
こと。

(3) 学齢簿の作成、整理及び保管に関するこ
と。

(4) 幼稚園及び学校の予算配当並びに予算執
行審査に関すること。
(5) 教科書の無償給与事務に関すること。
(6) 教材用備品に関すること。
(7) スクールバス及び通学補助に関するこ
と。

(8) 就園奨励費補助に関すること。
(9) 児童生徒の就学援助に関すること。
(10) 教育美術展及び科学技術展に関するこ
と。

(11) 学校事務の共同実施に関すること。

怖謝糸紛

第2条 (田観

2 前項に定めるもののほか、事務局の事務の一部を処理するため、町の区域ごと
に教育振興班を置くことができる。ただし、当該教育振興班は、生涯学習課の所
管とする。

別表第 1 僕汁3条関係)
課等 班 事務分掌
(略)
学校教育課 学事班 (1) 市立小学校及び中学校の通学区域の設

定、変更及び廃止に関すること。

(2) 児童生徒の就学、転学、退学等に関する
こと。

(3) 学齢簿の作成、整理及び保管に関するこ
と。

(4) 幼稚園及び学校の予算配当並びに予算執
行審査に関すること。
(5) 教科書の無償給与事務に関すること。
(6) 教材用備品に関すること。
(7) スクールバス及び通学補助に関するこ
と。

(8) 就園奨励費補助に関すること。
(9) 児童生徒の就学援助に関すること。
(10) 教育美術展及び科学技術展に関するこ
と。

(11) 学校事務の共同実施に関すること。

課等 班 事務分掌 課等 班 事務分掌
(略) (略)
学校教育課 学事班 (1) 市立小学校及び中学校の通学区域の設

定、変更及び廃止に関すること。

(2) 児童生徒の就学、転学、退学等に関する
こと。

(3) 学齢簿の作成、整理及び保管に関するこ
と。

(4) 幼稚園及び学校の予算配当並びに予算執
行審査に関すること。
(5) 教科書の無償給与事務に関すること。
(6) 教材用備品に関すること。
(7) スクールバス及び通学補助に関するこ
と。

(8) 就園奨励費補助に関すること。
(9) 児童生徒の就学援助に関すること。
(10) 教育美術展及び科学技術展に関するこ
と。

(11) 学校事務の共同実施に関すること。

学校教育課 学事班 (1) 市立小学校及び中学校の通学区域の設
定、変更及び廃止に関すること。

(2) 児童生徒の就学、転学、退学等に関する
こと。

(3) 学齢簿の作成、整理及び保管に関するこ
と。

(4) 幼稚園及び学校の予算配当並びに予算執
行審査に関すること。
(5) 教科書の無償給与事務に関すること。
(6) 教材用備品に関すること。
(7) スクールバス及び通学補助に関するこ
と。

(8) 就園奨励費補助に関すること。
(9) 児童生徒の就学援助に関すること。
(10) 教育美術展及び科学技術展に関するこ
と。

(11) 学校事務の共同実施に関すること。
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新 旧

学校教育
班

(1) 学校の設置及び廃止に関すること。
(2) 幼稚園に関すること。
(3) 学級編制に関すること。
(4) 教材教具の整理に関すること。
(5) 学校統計に関すること。
(6) 児童生徒の地域間交流に関すること。
(7) 外国語指導助手に関すること。
(8) 学校評議員に関すること。
(9) 就学指導に関すること。
(10) 就学時健康診断に関すること。
(11) 教職員の任免、服務、分限その他人事に
関すること。
(12) 教職員の休暇、旅行に関すること。
(13) 教職員の福利厚生に関すること。
(14) 教職員の職員団体に関すること。
(15) 教科用図書の採択及び教材に関するこ
と。

(16) 校長会及び教頭会等に関すること。
(17) 教職員の研修に関すること。
(18) 幼稚園及び学校の行事等に関すること。
(19) 遠足、見学及び修学旅行に関すること。
(20) 学校における教育課程、学習指導その他
学校教育に関する専門的事項 (教育相談等を
含む。) に関すること。
(21) 人権教育に関すること。

学校教育
班

(1) 学校の設置及び廃止に関すること。
(2) 幼稚園に関すること。
(3) 学級編制に関すること。
(4) 教材教具の整理に関すること。
(5) 学校統計に関すること。
(6) 児童生徒の地域間交流に関すること。
(7) 外国語指導助手に関すること。
(8) 学校評議員に関すること。
(9) 教育支援に関すること。
(10) 就学時健康診断に関すること。
(11) 教職員の任免、服務、分限その他人事に
関すること。
(12) 教職員の休暇、旅行に関すること。
(13) 教職員の福利厚生に関すること。
(14) 教職員の職員団体に関すること。
(15) 教科用図書の採択及び教材に関するこ
と。

(16) 校長会及び教頭会等に関すること。
(17) 教職員の研修に関すること。
(18) 幼稚園及び学校の行事等に関すること。
(19) 遠足、見学及び修学旅行に関すること。
(20) 学校における教育課程、学習指導その他
学校教育に関する専門的事項 (教育相談等を
含む。) に関すること。
(21) 人権教育に関すること。

学校保健
班

(1) 園児及び児童生徒並びに教職員の健康管
理に関すること。
(2) 学校医、学校歯科医及び学校薬剤師に関
すること。

学校保健
班

(1) 園児及び児童生徒並びに教職員の健康管
理に関すること。
(2) 学校医、学校歯科医及び学校薬剤師に関
すること。
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新 旧

(3) 園児及び児童生徒の福利厚生に関するこ
と。

(4) 学校の環境衛生に関すること。
(5) 結核対策に関すること。
(6) 学校給食に関すること。
(7) 園児及び児童生徒の安全に関すること。
(8) 独立行政法人日本スポーツ振興センター
に関すること。

(9) 学校体育に関すること。

(3) 園児及び児童生徒の福利厚生に関するこ
と 。 .

(4) 学校の環境衛生に関すること。
(5) 結核対策に関すること。
(6) 学校給食に関すること。
(7) 園児及び児童生徒の安全に関すること。
(8) 独立行政法人日本スポーツ振興センター
に関すること。

(9) 学校体育に関すること。
(略) (略)



議案第 15 号

南島原市立小・中学校処務規則の一部を改正する規則について

提案理由

国民の祝日に関する法律の改正に伴い、所要の改正の行うもの。

平成 2 8年 3月 2 2 日提出

南島原市教育委員会

委員長 坂上 三徳
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南島原市立小・中学校処務規則の一部を改正する規則
南島原市立小・中学校処務規則 (平成18年南島原市教育委員会規則第9号)
の一部を次のように改正する。

様式第3号の1( 別紙)中
「敬老の日・秋分の日・体育の日・文化の日・勤労感謝の日・天皇誕生日」

を
「山の日 .敬老の日・秋分の日・体育の日・文化の日・勤労感謝の日・天皇誕生日」

に改める。

様式第3号の2( 別紙)中
「海の日 .敬老の日 .秋分の日 .体育の日 .文化の日・勤労感謝の日・天皇誕生日」

を
「海の日 .山の日 .敬老の日 .秋分の日・体育の日・文化の日・勤労感謝の日・天皇誕生 日」

に改める。

附 則
この規則は、平成28年 4月 1 日から施行する。
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南島原市立小・中学校処務規則の一部を改正する教育委員会規則 新旧対照表
南島原市立小・中学校処務規貝1」(平成18年南島原市教育委員会規則第 9号) の一部を次のように改正する。

新

様式第3号の1(第4条関係)小学校

1 年 月 第 学年 組 児童出席簿 学級耳任氏名 ◎
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新

(別紙)
1小学校児童出席獅 の手引 1

1 曜日の欄は、週休日を朱書きし、その下には赤の実線を引く。

2 日曜日を授業日とした場合、「日」の字の上に「出」と黒で書き、代日の「曜日」の字の上に「ft」と朱

書きする。曜日の欄の下には「○○のため振替」と朱書きし、余白は赤の実線を引く。

3 国民の祝日は、その名称を曜日の欄の下に朱書きし、余白は赤の実線を引く,

4 国民の祝日が日曜日に当たる場合、その日後においてその日に最も近い国民の祝日でない日の曜日の欄

の下に「休日」と朱書きし、余白は赤の実線を引く。

5 月末の余り日は、日を表す数字の欄を含め、黒の実線を引く。

6 臨時に休業する場合、曜日の欄の下には「○○のため臨時休業」と朱書きし、余白は赤の実線を引く。

7 休業日は、休業日の名称をその最初の日の曜日の欄の下に朱書きし、余白は赤の実線を引く。休業最後

の日も曜日の欄の下に赤の実線を引き、最初の日の曜日の欄の下から最後の日の実線の下に向けて、右下が

りの斜線を引く。

8 8月は、日・曜日・氏名・本月末在籍数・入学者数・転 (退) 学者数を記入する。

登校日は、参考のため、出欠を鉛筆書きしておく。

9 記入符号は、次のとおりとし、理由も書く。出席の場合は、空欄とする。

病欠…× 事故欠…/ 忌引…≠

インフルエンザ
停止…テ 遅刻…の 早退…ノ・

10 忌引日数は、次のとおりである。 (休日は通算する。)

父母…7 日 祖父母・兄弟姉妹…3 日 伯叔父母…1日 曾祖父母…1日

ただし、遠距離の場合は、往復の日数を加算できる。

11 停止や忌引の日数は、出席・欠席いずれの日数にも入れない。

12 欠席の理由は、備考欄に記入する。

13 転入の場合は、その日の欄に「転入」と記入し、備考欄に年月日を記入する。転入の前日までは、赤の

実線を引く。

14 転出の場合は、その日の欄に「転出」と記入し、転出先の学校の入学許可日の前日の欄に「転学」と記

入する。その間は、黒の実線を引く。転学と記入した後は、3月末まで赤の実線を引き、氏名も赤の 1本

線で抹消する。備考欄には、転学した年月日を記入する。

15 記入事項に変更があった場合は、その都度記入する。その際、変更の場合は、赤の 1本線を引き変更す

る。誤記訂正の場合は、赤の 2本線を引き訂正印を押す。

16 担任印は、その月の終了後、完結の意味で押印する。

17 卒業学年は、卒業式の翌日から 3月 24 日まで曜日の欄の下に黒の実線を引く,

18 長期休業日 .

学年始休業日 4月 1 日~4 月 5 日

夏季休業日 7月 21 日~8 月 31 日

冬季休業日 12月 25 日~1 月 7 日

学年末休業日 3月 25 日~3 月 31 日

小学校児童出席簿記入の手引

(2)
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新

19 国民の祝日
元日・成人の日・建国記念の日・春分の日・昭和の日・憲法記念日・みどりの日・こどもの日・海の日・

山の日・敬老の日・秋分の日・体育の日・文化の日・勤労感謝の日・天皇誕生日

その前日及び翌日が国民の祝日である日 (国民の祝日でない日に限る。)は、休日とする。この日は、曜

日の欄の下に「休日」と朱書きし、余白は赤の実線を引く。

20 不登校状態の児童の出席の処理については、学校外の施設において相談・指導を受け、そのことが当該

児童の学校復帰のために適切であると校長が認める場合は、出席扱いとする。なお、この場合の出席簿の

記入は、「△」を記入する。

その後、/又は×と記入した日が出席扱いと認められた場合は、上に「△」を重ねて記入する。備考欄

には、出席扱いとした日数及び通所又は入所した施設名を記入する。

21 出席簿は、4月 1日から 3月 31 日まで全日を記入する。

22 月末には、月末在籍数・出席日数・欠席日数等を記入する。

23 この記入要領以外の事項については、各校で統一した記入要領により記入する。

(3)



旧 .

様式第 3号の 1( 第 4条関係)小学校
年 月 第 学年 組 児童出席簿 学級担任氏名 ⑩
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旧

(別紙)

1
小学校児童出席簿記入手引

1
1 曜日の欄は、週休日を朱書きし、その下には赤の実線を引く。

2 日曜日を授業日とした場合、「日」の字の上に「出」と黒で書き、代日の「曜日」の字の上に「代」と朱

書きする。曜日の欄の下には「00 のため振替」と朱書きし、余白は赤の実線を引く。
3 国民の祝日は、その名称を曜日の欄の下に朱書きし、余白は赤の実線を引く。

4 国民の祝日が日曜日に当たる場合、その日後においてその日に最も近い国民の祝日でない日の曜日の欄
の下に「休日」と朱書きし、余白は赤の実線を引く。

5 月末の余り日は、日を表す数字の欄を含め、黒の実線を引く。

6 臨時に休業する場合、曜日の欄の下には「○○のため臨時休業」と朱書きし、余白は赤の実線を引く。

7 休業日は、休業日の名称をその最初の日の曜日の欄の下に朱書きし、余白は赤の実線を引く。休業最後

の日も曜日の欄の下に赤の実線を引き、最初の日の曜日の欄の下から最後の日の実線の下に向けて、右下が

りの斜線を引く。 ,

8 8月は、日・曜日・氏名・本月末在籍数・入学者数・転 (退) 学者数を記入する。

登校日は、参考のため、出欠を鉛筆書きしておく。

9 記入符号は、次のとおりとし、理由も書く。出席の場合は、空欄とする。

ハラ 旅 祖父
病欠…× 事故欠…/ 忌引…≠

インフルエンザ
停止…テ 遅刻…の 早退…ノ・

10 忌引日数は、次のとおりである。 (休日は通算する。)

父母…7 日 祖父母・兄弟姉妹…3 日 伯叔父母…1日 曾祖父母…1日

ただし、遠距離の場合は、往復の日数を加算できる。

11 停止や忌引の日数は、出席・欠席いずれの日数にも入れない。

12 欠席の理由は、備考欄に記入する。

13 転入の場合は、その日の欄に「転入」と記入し、備考欄に年月日を記入する。転入の前日までは、赤の

実線を引く。

14 転出の場合は、その日の欄に「転出」と記入し、転出先の学校の入学許可日の前日の欄に「転学」と記

入する。その間は、黒の実線を引く。転学と記入した後は、3月末まで赤の実線を引き、氏名も赤の 1本

線で抹消する。備考欄には、転学した年月日を記入する。

15 記入事項に変更があった場合は、その都度記入する。その際、変更の場合は、赤の 1本線を引き変更す

る。誤記訂正の場合は、赤の2本線を引き訂正印を押す。
16 担任印は、その月の終了後、完結の意味で押印する。

17 卒業学年は、卒業式の翌日から3月 24 日まで曜日の欄の下に黒の実線を引く。

18 長期・休業日

学年始休業日 4月 1日~4 月 5 日

夏季休業日 7月 21 日~8 月 31 日

冬季休業日 12月 25 日~1 月 7 日

学年末休業日 3月 25 日~3 月 31 日

小学校児童出席簿記入の手引

(5)



旧

19 国民の祝日

元 日・成人の 日・建国記念の 日・春分の 日・昭和の 日・憲法記念 日・み どりの 日・こどもの 日・海の 日 ・

敬老の日・秋分の日・体育の日・文化の日・勤労感謝の日・天皇誕生日. ・

その前日及び翌日が国民の祝日である日 (国民の祝日でない瓢こ限る。) は、休日とする。この日は、曜

日の欄の下に「休日」と朱書きし、余白は赤の実線を引く。

20 不登校状態の児童の出席の処理については、学校外の施設において相談・指導を受け、そのことが当該

児童の学校復帰のために適切であると校長が認める場合は、出席扱いとする。なお、この場合の出席簿の
・

記入は、「△」を記入する。

その後、/又は×と記入した日が出席扱いと認められた場合は、上に「△」を重ねて記入する。備考欄

には、出席扱いとした日数及び通所又は入所した施設名を記入する。
21 出席簿は、4月 1 日から 3月 31 日まで全日を記入する。

22 月末には、月末在籍数・出席日数・欠席日数等を記入する。

23 この記入要領以外の事項については、各校で統一した記入要領により記入する。

(6)
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新

(惣一紙)

1 中学校生徒出席簿記入の手引 1

1 週休 日は、教科の欄に「週休 日」と朱書きする。

2 日曜日を授業日とした場合、代 日の教科の欄に「週休日」と朱書きする。曜日の欄の下 (指導者

の欄 ) には 「○○のため振替」と朱書きする。

3 国民の祝日は、その名称を教科の欄に朱書きする。

4 国民の祝 日が日曜日に当たる場合、その日後においてその日に最も近い国民の祝日でない日の教

科の欄に「休日」と朱書きする。

5 月の初めと終わりの余白は、月日を表す数字の欄を含め、黒の右下がりの実線を引く。

6 臨時に休業する場合、教科の欄には「○○のため臨時休業」と朱書きする。

7 休業日は、休業日の名称をその最初の日の教科の欄に朱書きし、その右から赤の実線を引く。休

業最後の日も同様にし、教科の欄に休業日の名称を朱書きする。

8 8月は、日・曜日・氏名 ・本月末在籍数 ・入学者数 ・転 (退 ) 学者数を記入する。

登校 日は、参考のため、出欠を鉛筆書きしておく。

9 記入符号は、次のとおりとし、理由も書く。出席の場合は、空欄とする。

- 旅 祖父

病欠…× 事故欠…/ 忌引…≠

インフルエンザ

停止…テ 遅刻…@ 早退…ノ・

10 忌引日数は、次のとお りである。 (休 日は通算する。)

父母… 7日 祖父母 ・兄弟姉妹…3日 伯叔父母… 1日 曾祖父母… 1日

ただし、遠距離の場合は、往復の日数を加算できる。

11 停止や忌引の日数は、出席 ・欠席いずれの日数にも入れない。

12 欠席の理由は、備考欄に記入する。

13 転入の場合は、その日の欄に「転入」と記入し、備考欄に年月日を記入する。転入の前日まで

は、赤の実線を引く。

14 転出の場合は、その日の欄に「転出」と記入し、転出先の学校の入学許可日の前日の棚に「転

学」と記入する。その間は、黒の実線を引く。転学と記入した後は、3月末まで赤の実線を引き、

氏名も赤の 1本線で抹消する。備考欄には、転学した年月日を記入する。

15 記入事項に変更があった場合は、その都度記入する。その際、変更の場合は、赤の 1本線を引き

変更する。誤記訂正の場合は、赤の2本線を引き訂正印を押す。

中学校生徒出席簿記入の手引

(8)



新

16 担任印は、その月の終了後、完結の意味で押印する。

17 卒業学年は、卒業式の翌日から3月24日まで教科の欄に黒の実線を引く。

18 長期休業日

学年始休業日 4月 1日~4 月 5日

夏季休業 日 7月 21日~8 月 31日

冬季休業日 12月 25日~1 月 7日

学年末休業 日 3月 25日~3 月 31日

19 国民の祝日

元 日・成人の 日・建 国記念 の 日・春分 の 日 ・昭和の 日・憲法記念 日・み どりの 日 ・こどもの 日 ・

海 の 日 ・山の 日 ・敬老の 日 ・秋分の 日 ・体育の 日 ・文化の 日 ・勤労感謝の 日 ・天皇誕生 日

その前 日及び翌日が国民の祝 日である日 (国民の祝 日でない日に限る。) は、休 日とする。この

日は、教科の欄に「休日」と朱書きする。

20 不登校状態の生徒の出席の処理については、学校外の施設において相談・指導を受け、そのこ

とが当該生徒の学校復帰のために適切であると校長が認める場合は、出席扱いとする。なお、こ

の場合の出席簿の記入は、「△」を記入する。

その後、/ 又は×と記入した時間が出席扱いと認められた場合は、上に「△」を重ねて記入す

る。備考欄には、出席扱いとした日数及び通所又は入所した施設名を記入する。

21 出席簿は、 4月 1日から3月 31日まで全 日を記入する。

22 月末には、月末在籍数・出席日数・欠席日数等を記入する。

23 この記入要領以外の事項については、各校で統一した記入要領により記入する。

(9)
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旧

幌lj紙)

i 中学校生徒出席簿記入の手引 」

1 週休 日は、教科の欄に「週休日」と朱書きする。

2 日曜日を授業日とした場合、代日の教科の欄に「週休日」と朱書きする。曜日の欄の下 (指導者

の欄 ) には 「00 のため振替」と朱書きする。

3 国民の祝日は、その名称を教科の欄に朱書きする。

4 国民の祝日が日曜日に当たる場合、その日後においてその日に最も近い国民の祝 日でない日の教

科の欄に「休日」と朱書きする。

5 月の初めと終わりの余白は、月日を表す数字の欄を含め、黒の右下がりの実練を引く。

6 臨時に休業する場合、教科の欄には「○○のため臨時休業」と朱書きする。

7 休業日は、休業日の名称をその最初の日の教科の欄に朱書きし、その右から赤の実線を引く。休

業最後の日も同様にし、教科の欄に休業日の名称を朱書きする。

8 8月は、日・曜日・氏名 ・本月末在籍数 ・入学者数・転 (退 ) 学者数を記入する。

登校日は、参考のため、出欠を鉛筆書きしておく。

9 記入符号は、次のとおりとし、理由も書く。出席の場合は、空欄とする。

祖父

病欠…× 事故欠…/ 忌引…≠

インフルエンザ

停止…テ 遅刻…“ 早退…ノ、

10 忌引日数は、次のとおりである。 (休日は通算する。)

父母…7日 祖父母 ・兄弟姉妹…3日 伯叔父母… 1日 曾祖父母… 1日

ただし、遠距離の場合は、往復の日数を加算できる。

11 停止や忌引の日数は、出席 ・欠席いずれの日数にも入れない。

12 欠席の理由は、備考欄に記入する。

13 転入の場合は、その日の欄に「転入」と記入し、備考欄に年月日を記入する。転入の前日まで

は、赤の実線を引く。

14 転出の場合は、その日の欄に「転出」と記入し、転出先の学校の入学許可日の前日の欄に「転

学」と記入する。その間は、黒の実線を引く。転学と記入した後は、3月末まで赤の実線を引き、

氏名も赤の 1本線で抹消する。備考欄には、転学した年月日を記入する。

15 記入事項に変更があった場合は、その都度記入する。その際、変更の場合は、赤の 1本線を引き

変更する。誤記訂正の場合は、赤の 2本線を引き訂正印を押す。

中学校生徒出席簿記入の手引

(11)



旧

16 担任印は、その月の終了後、完結の意味で押印する。

17 卒業学年は、卒業式の翌日から3月 24日まで教科の欄に黒の実線を引く。

18 長期休業日

学年始休業日 4月 1日~4 月 5日

夏季休業日 7月 21日~8 月 31日

冬季休業 日 12月 25日~1 月 7日

学年末休業 日 3月 25日~3 月 31日

19 国民の祝日

元 日・成人の 日・建国記念の日・春分の日・昭和の日・憲法記念 日・みどりの日・ごどもの日・

海の日・敬老の日・秋分の日・体育の 日・文化の日・勤労感謝の日・天皇誕生 日

その前日及び翌日が国民の祝日である日 (国民の祝日でない日に限る。)は、休日とする。この

日は、教科の欄に「休日」と朱書きする。

20 不登校状態の生徒の出席の処理については、学校外の施設において相談・指導を受け、そのこ

とが当該生徒の学校復帰のために適切であると校長が認める場合は、出席扱いとする。なお、こ

の場合の出席簿の記入は、「△」を記入する。

その後、/ 又は×と記入した時間が出席扱いと認められた場合は、上に「△」を重ねて記入す

る。備考欄には、出席扱いとした日数及び通所又は入所した施設名を記入する。

21 出席簿は、 4月 1日から3月 31日まで全 日を記入する。

22 月末には、月末在籍数 ・出席 日数 ・欠席日数等を記入する。

23 この記入要領以外の事項については、各校で統一した記入要領により記入する。

(12)
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議案第 16 号

南島原市立小・中学校の通学区域に関する規則の一部を改正する

規則について

提案理由

南島原市立小学校の統廃合に伴い、所要の改正を行うもの。

平成 2 8年 3月 2 2 日提出

南島原市教育委員会
委員長 坂上 三徳

00375
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南島原市立小・中学校の通学区域に関する規則の一部を改正する規則

南島原市立小・中学校の通学区域に関する規則 (平成18年南島原市教育委員会規

則第10号) の一部を次のように改正する。

別表第1中

南島原市立布津小学

校

1、 2年生

貝崎第 1、貝崎第 2、貝崎浜第 1、貝崎浜第

2、尾篠、中通第 1、中通第 2、湯田第 1、湯

田第 2、大崎、植松、新田、三本松

3年生

貝崎第 1、貝崎第 2、貝崎浜第 1、貝崎浜第

2、尾篠、中通第 1、中通第 2、湯田第 1、湯

田第 2、大崎、植松、新田、三本松、蔭平、木

場、向木場、八重坂 ・

4~6 年生

野田第 1、野田第 2 、野田第 3、野田第 4 、丸

山、寺田、貝崎第 1、貝崎第 2、貝崎浜第 1、

貝崎浜第 2、尾篠、中通第 1、中通第 2、湯田

第 1、湯田第 2、大崎、植松、新田、三本松、

蔭平、木場、向木場、八重坂

南島原市立布津小学

校第一分校
1~3 年生

野田第 1、野田第 2 、野田第 3、野田第 4 、丸

山、寺田

南島原市立布津小学

校第二分校
1、 2年生 蔭平、木場、向木場、八重坂

を

「

南島原市立布津小

学校
全学年

野田第 1、野田第 2、野田第 3、野田第 4 、

丸山、寺田、貝崎第 1、貝崎第 2、貝崎浜第

1、貝崎浜第 2 、尾篠、中通第 1、中通第

2 、湯 田第 1、湯田第 2 、大崎、植松、新

田、三本松、蔭平、木場、向木場、八重坂

‐ 1 -
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に 、

「

南島原市立西有家

小学校
全学年 須川名、里坊名全域

南島原市立龍石小

学校
全学年 龍石名 (堀戸、加倉を除く。)

南島原市立慈恩寺

小学校
全学年 慈恩寺名 (落ノ上を含む。)

南島原市立見岳小

学校
全学年 見岳名全域

南島原市立長野小

学校
全学年 長野名 (堀戸、加倉を含み、落ノ上を除く。)

を

「

南島原市立西有家

小学校
全学年 西有家町内全域

に改める。

附 則
この規則は、平成28年 4月 1日から施行する。

- 2 -



南島原市立 ・・中学校の通学区域に関する慈願、リの一部を改正する栽朋、リ新旧対照表

新 旧

別表第 1悌肱 2条関係)
学校名 学年 通学区域
(略)

野田第 1、野田第 2、野田第 3、野田第
4 、丸山、寺田、貝崎第 1、貝崎第 2、貝

崎浜第 1、貝崎浜第 2、尾篠、中通第 1、
中通第 2、湯田第 1、湯田第 2、大崎、植
松、新田、三本松、蔭平、木場、向木場、

八重坂

南島原市立布 全学年
津小学校

(略)

1熟 議 立西全学年 西有家町内全域
(略)

別表第 1僕池 2条関係)
学校名 学年 通学区域
(略)

貝崎第 1、貝崎第 2、貝崎浜第 1、貝崎浜
1、 2年生 第 2、尾篠、中通第 1、中通第 2、湯田第

1、湯田第 2、大崎、植松、新田、三本松

貝崎第 1、貝崎第 2、貝崎浜第 1、貝崎浜
つなル 第 2、尾篠、中通第 1、中通第 2、湯田第

南島原市立布 0+ エ 1 、湯 田第 2 、大崎、植松、新 田、三本

津小学校 松、蔭平、木場、向木場、八重坂
野田第 1、野田第 2、野田第 3、野田第 4、丸

山、寺田、貝崎第 1、貝崎第 2、貝崎浜第 1、

4~6 年生 貝崎浜第 2、尾篠、中通第 1、中通第 2、湯田
第 1、湯田第 2、大崎、植松、新田、三繍公、

蔭平、木場、向木場、八重坂
南島原市立布 野田第 1、野田第 2、野田第 3、野田第 4、丸
津小学校第一 1~3 年生 山、寺田
分校
南島原市立布 蔭平、木場、向木場、八重坂
津小学校第二 1、 2年生
分校
(略)

南島原市立西全学年 須川名、里坊名全域
有家小学校

南島原市立龍 全学年 龍石名 (堀戸、加倉を除く。)石小学校 .一一

学校名 学年 通学区域 学校名 学年 通学区域
(略) (略)

南島原市立布
津小学校 全学年

野田第 1、野田第 2、野田第 3、野田第
4 、丸山、寺田、貝崎第 1、貝崎第 2、貝

崎浜第 1、貝崎浜第 2、尾篠、中通第 1、
中通第 2、湯田第 1、湯田第 2、大崎、植
松、新田、三本松、蔭平、木場、向木場、

八重坂 南島原市立布
津小学校

1、 2年生

貝崎第 1、貝崎第 2、貝崎浜第 1、貝崎浜
第 2、尾篠、中通第 1、中通第 2、湯田第

1、湯田第 2、大崎、植松、新田、三本松

3年生

貝崎第 1、貝崎第 2、貝崎浜第 1、貝崎浜
第 2、尾篠、中通第 1、中通第 2 、湯田第

1 、湯 田第 2 、大崎、植松、新 田、三本

松、蔭平、木場、向木場、八重坂

4~6 年生

野田第 1、野田第 2、野田第 3、野田第 4、丸

山、寺田、貝崎第 1、貝崎第 2、貝崎浜第 1、

貝崎浜第 2、尾篠、中通第 1、中通第 2、湯田
第 1、湯田第 2、大崎、植松、新田、三繍公、

蔭平、木場、向木場、八重坂
南島原市立布
津小学校第一
分校

1~3 年生
野田第 1、野田第 2、野田第 3、野田第 4、丸

山、寺田

南島原市立布
津小学校第二
分校

1、 2年生

蔭平、木場、向木場、八重坂

(略) (略)

南島原市立西全学年 須川名、里坊名全域1南島原市立西有家小学校 全学年
西有家町内全域 有家小学校

南島原市立龍全学年 龍石名 (堀戸、加倉を除く。)(略)
石小学校

‐ 3 -

00375
四角形
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新 旧

'

,

.

南島原市立慈
全学年 慈恩寺名 (落ノ上を含む。)恩寺小学校

南島原市立見
全学年 見岳名全域岳小学校

南島原市立長全学年 長野名 (堀戸、加倉を含み、落ノ上を除
く。 )野小学校

(略)



議案第 17 号

南島原市就学指導委員会規則を廃止する規則について

提案理由

審議会等の見直しにより、現委員会を付属機関として継続するため、

条例を制定することにより、規則を廃止するもの。

平成 2 8年 3月 2 2 日提出

南島原市教育委員会
委員長 坂上 三徳

00375
四角形



南島原市就学指導委員会規則を廃止する規則
南島原市就学指導委員会規則 (平成18年南島原市教育委員会規則第11号)は、
廃止する。

附 則
この規則は、平成28年 4月 1 日から施行する。

00375
四角形



議案第 18 号

南島原市社会教育指導員に関する規則を廃止する規則について

提案理由

南島原市社会教育指導員は、地方公務員法第 3条第 3項第 3号に規定

する嘱託職員に該当するため、南島原市嘱託職員の設置に関する規則の

別表に「社会教育指導員」を追加し、規則を廃止するもの。

平成 2 8年 3月 2 2 日提出

南島原市教育委員会

委員長 坂上 三徳

00375
四角形



南島原市社会教育指導員に関する規則を廃止する規則

南島原市社会教育指導員に関する規則 (平成18年南島原市教育委員会規

則第 15号 ) は、廃止する。

附 則
この規則は、平成 28年 4月 1 日から施行する。

00375
四角形



議案第 19 号

南島原市公民館条例施行規則の一部を改正する規則について

提案理由
施設の使用料を免除する団体に「認定こども園」を追加するため、所

要の改正を行うもの。

平成 2 8年 3月 2 2 日提出

南島原市教育委員会

委員長 坂上 三徳

00375
四角形



南島原市公民館条例施行規則の一部を改正する規則

南島原市公民館条例施行規則 (平成18年南島原市教育委員会規則第16

号) の一部を次のように改正する。

第 7条第 1項第 7号中「又は保育園」を「、保育園又は認定こども園」

に改める。

様式第 1号中「保育園」を「保育園又は認定こども園」に改める。

附 則
この規則は、平成 28年 4月 1 日から施行する。

-1-
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四角形



南島原市公民館条例施行彩頭りの÷部をに改正する刈願り係折旧対照表)

(使用料の免除)

第7条 条例第10条の規定により、使用料を免除する場合は、次のとおりと÷する。

(1)~(6)( 田④

(7) 市内の幼稚園、保育園又み潟忍定こども園が利用するとき。

(8)( 田④

2 (田◎

(使用料の免除)

第7条 条例第10条の規定により、使用料を免除する場合は、次のとおりどする。

(1)~(6)( 田④

(7) 市内の幼稚園又キ滋呆育園が利用するとき。

(8)( 田④

2 (田観

- 2 -



新 旧

様式第1号 ぼ;4条目謝系)
年 月 LI

南島原市公民館利用許可申請書
南島原rh教育委員会 様

住所
申請者 氏名 ◎

at話番号‐ ( 1

南島原市公民館及び附属設備の利用を下記により申請します。なお、利用にあたって
は関係条例・規則像を遵守します。

龍
利用団体名 1代表著名l
利用田内 i利用者数1 人
手11月i施設名 公民館 1室 名1

刷り1脳髄投錨 i

lj ロ ーニー ロ u 時 分 ~ 時 分

利用日時 月 , 日 日 日 n 時 分~ 時 分

U ロ ロ ロ ロ 時 分 ~ 11、芋 分

室名・設備帯 時間 回数 lil細 小 計 合 計
使用料

時間 回 円 円
有料・免除
(理由 ) 門

備 考 1受付
※ 大課内は記入しないこと。

免除理由
(1) 市又は教育委員会と共催の行事
(2) 市内公共団体及び社会福祉団体又は社会教育関係団体が利用
(3} 国又は地方公共団体が利用
(4) 国公立の学校又は学校法人が設立した私立のと校が利用
(5) 市内の幼稚圏、保育間又は認定こども園が利用
(6) その他

様式第 1号悌趣4条関係)
年 月 日

南島原市公民館利用許可申請書
南島原市敬菅委員会 様

佳節
申請者 氏名 ◎
電話番号 { 〕

南島原市公民館及び附属設備の利用を下記により申請します。なお.利用にあたって
は関係条例十規則等を遵守します。

記
利用団体名 1代議著名l
利用目的 利用著数1 人
利用紙没名 公民館1堂 名1

利馴属設胴 1

日 日 日 日 日 時 分~ 時 分

利用日時 月 日 日 日 日 日 時 分~ 時 分

日 日 日 日 日 時 分~ 時 分

室名雫獅欝 時間 回数 単価 小 計 合 計
使用料

時間 回 円 円
有料・免除
(理由 ) 円

備 蓄 1受付『
※ 太線内は記入しな ・こと。

免除理由
(1) 市又は教育委員会と共催の行事
(2) 市内公共団体及び社会福祉団体又は社会教育関係団体が利用
(3) 国文は地方公共団体が利用
(4) 国公立の半枝又は学校法人が設立した私立の学校が利用
(5) 市内の幼稚園、保育園が利用
(6) その他

利用団体名 1代表著名l 利用団体名 1代議著名l
不ij川ロ的 利用者数1 人 利用目的 利用著数1 人
差11月i施設名 公民館 1室 名l 利用施設名 公民館1堂 名-

利用附属設備 1 利用附属設備 1
利用日時

月

H [ー 1ニー 1ゴ li 時 分~ 時 分

利用日時 月

日 日 日 日 日 時 分~ 時 分

日 日 日 日 日 時 分~ 時 分1 日 日 日 臼 時 分~ 時 分

U ロ " ロ ロ 時 分 ~ 11、芋 分 日 日 日 日 日 時 分~ 時 分

{襲用 :料

有料・免除
(理由 )

室名・設備帯 時間 回数 単細 小 計 合 計
使用料

有料・免除
(理由 )

堂名骨細藷等 時間 回数 単価 小 計 合 計

日伊怪11 回 円 円

門

日寺間 回 円 円

円

備 蓄 受付者備 考 受付者

- 3 -
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四角形



議案第 2 0号

南島原市図書館条例施行規則の一部を改正する規則について

提案理由
施設の使用料を免除する団体に「認定こども園」を追加するため、所

要の改正を行うもの。

平成 2 8年 3月 2 2 日提出

南島原市教育委員会
委員長 坂上 三徳

00375
四角形



南島原市図書館条例施行規則の一部を改正する規則

南島原市図書館条例施行規則 (平成18年南島原市教育委員会規則第17号)の一部

を次のように改正する。

様式第 2号を次のように改める。

様式第2号 (第6条関係)
図書利用 (団体) 登録申込書

登録図書館名

申込 年 月 日 年 月 日 1 新 規 2 変 更

フ リ ガ ナ
団 体 名

フ リ ガ ナ
代表者氏名

会 員 数 人

代表者住所

T -
市 町 番地

(地区名 )
電話番号 - - (携帯番号 - - )

事 務 所 の
所 在 地

T -
市 町 番地

電話番号 - - (地区名 )

団体 の種別蝋 2儀礼 『 雛臥 卿他( )

備 考

利用団体コード

南島原市 図書館

附 則
この規則は、平成28年 4月 1日から施行する。

- 1 -

00375
四角形



新 旧

様式第2号悌越6条関係)

図葛利用 (団体) 登録申込書

融潮岬一
中込年月 日 年 JI 日 ] 新 規 2 変 更

フ リ ガ ナ ‐……………………………-‐‐…………………- …………………“

団 体 名

フ リ ガ ナ 脳…………………………………………- ……………………………"
代表者氏名

会 員 数 人

T -

代表者住所 市 町 o r }
電話番号 - - (携帯番号 - - )

,j【 務 所 の
T 嘘

市 町 番地

所 在 地 電 ,活器 .“‐ (地区名 )

団体の醐 瞬 佼 2複翻 “警鐘漫り、 4納 他( )
認定こども間

縞 考

利用団体コード

南島原市 園非節

様式第2号悌飴6条関係)

図書利用 (団体) 登録申込書

登録図書館名1

甲趣年 月 日 年 月 日 1 新 規 2 変 更

フ リ ガ ナ
.--------------------------------------------------- ーーーーーーーー

団 体 名

フ ーリ ガ ナ .--------------------------------------------------------- ー‐

代表者氏名

会 員 数 人

丁 一

代繋 住所 市 町 (地区r )
電話番号 (携帯番号 一 )

事 務 斯 の T
一
市 町 番地

所 在 地 電話番暑 - (地区名 )

団体の種別 ・学校 2響 雛 法 4 その他 ( )

備 考

利用団体コード

南島原市 図書館

登録図誓館名 登録図書館名
中込年月 日 年 JI 日 ] 新 規 2 変 更 甲趣年 月 日 年 月 日 1 新 規 2 変 更

フ リ ガ ナ
団 体 名

フ リ ガ ナ
団 体 名

フ リ ガ ナ
代表者氏名

フ リ ガ ナ
代表者氏名

会 員 .数 人 会 員 数 人

代表者住所

T -

市 町 番地
0也区名 )

電話番号 - - (携帯番号 - - )

代表者住所 市 町 番地
(地区名 )

電話番号 (携帯番号 一 )

事 務 所 の
所 在 地

T 一

市 町 番地
電話番号 (地区名 )

事 務 所 の
所 在 地

T 嘘
市 町 番地

電話番号 (地区名 )

団体の種 別 .学校 2響 冨 3雛 法 4その他 ( )
団体の穂別 瞬佼 2複翻 “警鐘漫り、 4納他( )

認定こども間
備 考

縞 考
利用団体コード

利用団体コード

‐ 2 -



議案第 21 号

南島原市口之津図書館ホール利用条例施行規則の一部改正する規則

について

提案理由

施設の使用料を免除する団体に

要の改正を行うもの。

平成 2 8年 3月 2 2 日提出

「認定こども園」を追加するため、所

南島原市教育委員会

委員長 坂上 三徳

00375
四角形



南島原市ロ之津図書館ホール利用条例施行規則の一部改正する規則

南島原市口之津図書館ホール利用条例施行規則 (平成18年南島原市教育

委員会規則第18号) の一部を次のように改正する。

第 6条第 7号中「又は保育園」を「、保育園又は認定こども園」に改め

る 。

様式第 1号中「又は保育園」を「、保育園又は認定こども園」に改める。

附 則
この規則は、平成 28年 4月 1 日から施行する。

1 ‐

00375
四角形



南島原市ロ之津図書館ホーノ堺q用条例施行寿頭Uの一部を改正する形頭リ(新旧対照表)

(使用料の免除)

第6条 条例第8条の規定により、使用料を免除する場合は、次のとおりとする。

(1)~(6)( 略)

(7) 市内の幼稚園、保育園又;瀦認定こども園が利用するとき。

(8)( 田観

液[用料の免除)

第6条 条例第8条の規定により、使用料を免除する場合は、次のとおりとする。

(1)~(6)( 田④

(7) 市内の幼稚園又は保育園が利用するとき。

(8)( 田観

- 2 ‐
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新 1日

様式第 1号悌肋 3条B謝系)
‘ド 月 1ニー

バラ島原市口之津図書館ホール利用許可申請書

南島原市教育委員会 樵
住所

申請者 氏名 ⑰
電話番号 ( )

南島原市口之津図書節ホールの利用を下記により申請します。なお、利用にあたって
は関係条例・規則埠を遵守します。

記

手形キー団体名 i代表者名1
利用田村 i利用者数 1 人

利用日n、F “ 冨 琶 冨 冒 昌 窯 ; 窓 著
使用一 躍ぞ 辱 時 隻. 回数回

71i
価 -『 ‘=-

備 考 1 受付者
※ 太線内は記入しないこと。

免除理由
(“ ーfi又は教育委員会と共催の行事
(2) 市内公共団体及び社会福祉団体又は社会教育関係団体が利用
(3) 国又は地方公に団体が利用
(4) 国公立の学校又‘士学校法人が設立した私立の学校が利用
(5) 市内の幼稚園、保育園又は認定こども団が利用
(6) その他

様式第 1号 僕か3条関係)
年 月 日

南島原市口之津図書館ホール利用許可申請者

南島原市観宵委員会 様
住縮

申請者 氏名 前
電話番号 ( )

南島原市口之津図書館ホールの利用を下記により申請します。なお、利用にあたって
は関係練…例▼規則等を遵守します。

記

利用団体名 1代表著名1
利用目的 1利用者敷 1 人

利用日時 冒 冒 冒 昌 冒驚喜= 電算
使用料 橿r 嘩 時 電. 回数. 単価 円 計

備 考 1 受付者
※ 太線内は記入しないこと。

免除理由
(1〕 市又は教育委員会と共催の行事
(2) 市内公共団体及び杜…会福祉団体又は社会教育関係団体が利用
(3〕 国又は地方公共団体が利用
(4) 国公立の学校又は学校法人が設立した私立の学校が利用
(5〕 市内の幼稚園文は保育園が利用
(6〕 その他

利用団体名 1代表著名1利用団体名 i代表者名1 1
利用目的 ー利用者敷 1 人利用ヒ!的 i利用者数1 人

利用日時 月
日 日 日 日 日 時 分~ 時 分

利用日n、芋
月
日 日 日 日 ロ 時 分~ 時 分

日 日 日 日 日 時 分~ 時 分日 臼 Fー 臼 日 時 分~ 時 分

使用料
有料・免除
(理由 )

時 間 回 数 単 価 計

使用料
有料・免除
(理由 )

11寺 間 回 数 711 価 計

時間 回
円

円"$"" r1li
円

円
備 考 1 受付者備 考 1 受付者

00375
四角形



議案第 2 2号

南島原市深江ふるさと伝承館条例施行規則の一部を改正する規則に

〉し、て

提案理由

施設の使用料を免除する団体に

要の改正を行 うもの。

平成 2 8年 3月 2 2 日提出

「認定こども園」を追加するため、所

南島原市教育委員会

委員長 坂上 三徳

00375
四角形



南島原市深江ふるさと伝承館条例施行規則の一部を改正する規則

南島原市深江ふるさと伝承館条例施行規則 (平成18年南島原市教育委員

会規則第 19号 ) の一部を次のように改正する。

第 7条第 1項第 7号中「又は保育園」を「、保育園又は認定こども園」

に改める。

附 則
この規則は、平成 28年 4月 1 日から施行する。

‐ 1 ‐
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南島原市深江ふるさと伝承館条例施行規則の一部を改正する規則 (新旧対照表)

新 旧

g吏用料の免除)

第7条 条例第10条の規定により、使用料を免除する場合は、次のとおりとする。

(1)~(6)( 略)

(7) 市内の幼稚園、保育園又は認定こども園が利用するとき。

(8)( 田観

2 (田観

優[用料の免除)

第7条 条例第10条の規定により、使用料を免除する場合は、次のとおりと÷する。

(1)~(6)( 略)

(7) 市内の幼稚園又は保育園が利用するとき。

(8)( 略)

2 (田観

- 2 ー


